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した。私達はこの因子としてヒスタミソを取りあげ
本学薬理学の新定量法を用い術前，後の斐動を測定
した。
動物実験において成犬の開胸，肺手術燥作，低酸
素負荷等により肺静脈血中にヒスタミンの増量を認、
め，家兎の実験的肋膜炎・血胸の血中，および，胸
陸液中にヒスタミンの増量を認めていた。また病理
組織学的検索はより実験的血胸肋膜に肥幹細胞の増
加を認めた。
乙の実験から開胸し肺 K手術操作を加えるとヒス
タミ yの増量することがうかがえる。
肺切除 23例の臨床実験では術直後から血中，胸腔
液中氏ヒスタミシの増量がみられ急激に減量するも
の (1型)，徐々に減量の傾向を示すもの (II型〉
とがあった。術中出血量，術後吸引量と血中及び胸
腔液中ヒスタミゾとの関係を比較検討しヒスタミン
の増量の傾向を示すもの (II型) (ζ出血量，吸引量 
が多く術後血胸発生率が高かった。
ヒスタミンは毛細血管拡張，透過性允進，血管透
過性の減弱等の因子として知られているのでヒスタ
ミy増量はlIrL胸成因の一因と考えられる。
22.肺癌および非結核'1'生慢性肺気管支疾患におけ
る気管支上皮の異常所見について
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第一外科教室において切除の行われた非癌性慢性
肺気管支疾患 42例および肺癌 29例について気管支
上皮の異常所見を病理組織学的にみ，癌準備状態の
検索を行った。
非癌肺l乙は上皮異常所見として化生，増殖が相当
高い頻度比認められるが全例炎症に附随して発生し
悪性像との関係は明らかにすることが出来なかっ
た。
また癌肺にも同様な異常所見が見られるが炎症と
は関係なく，腫蕩周辺にこれらの所見が認められ，
腫療の発生と異常所見との因果関係が相当密接なこ
とが推定されるものがあった。乙の場合これらの所
見と臨床的事項とを特に関連づけることは出来なか
った。
結局気管支上皮における化生，増殖は非癌性慢性
肺気管支疾患、および肺癌民共通した菱化で，乙れら
の~化が直接炎症と関係なく肺組織に一様に生じた
場合，発癌との関係が濃厚になると考えられる。
23. クロロサイアザイドとハイド口・クロロサイ
アザイドの血圧下降機転
。木川田隆一，神田収弦
和田康敬(第  2内科)
グロロサイアずイドを，高血圧症 11名について
観察した。血疑量は，ゃく 17%へり， 7名におい
て，細胞外液量が 11以上へった。
血圧は， 7名lとおいて，有意にさがり，とくに，
縮期圧のさがりがいちじるしし可。乙のさい，立位性 
低血圧症は起しにくい。
心・脈管力学的分析では，心拍量，分時送血量が
ヘり，末梢流血抵抗，脈管弾性抵抗がます傾向にあ
る。それゆえ，この降圧作用は，緊張充進性血圧下
降である。 UFZと DAZのへりにより， ASZは，
や h 短縮し， ATZも，ゃい短縮し，心拍量，
分時送血量のへりに対応する。心拍量も心送血量も
へるが，そのために，心が圧反応をとらなければな
らないほどには達しない程度にと Yまる。
ハイドロ・グロロサイアずイドは，グロロサイア
ザイドと，や)，.，異なる印象をもっ。
なお，本剤の併用 Kよって，節プロヅグ性降圧剤
の有効量と副作用をへらすことができる。
